外科用Ｘ線テレビシステム
仕様書②
 (調達物品)
外科用Ｘ線テレビシステム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１式
(調達物品の構成)

1、 Ｃアーム保持装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１式
2、 Ｘ線発生装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１式
3、 Ｘ線管装置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１式
4、 Ｘ線絞り







１式
5、 イメージインテンシファイア




１式
6、 テレビカメラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１式
7、 画像表示モニタ






２式
8、 モニタ台車







１式
9、 白黒プリンタ






１式
(性能・機能の要件)
1.　Ｃアーム保持装置は、以下の要件を満たすこと。
1-1　完全バランスのCアームであること。
1-2　Cアーム部のケーブル露出がないこと。
1-3　体軸回りの回転範囲は120°以上であること。
1-4　体軸方向の回転範囲は＋300°～－120°以上であること。
1-5　Cアームの旋回範囲は±12.5°以上であること。
1-6　Cアームの開口寸法は780mm以上であること。
1-7　Cアームの上下動範囲は450mm以上で、手動であること。
1-8　Cアームの前後動範囲は200mm以上であること。
1-9  Cアーム本体の平行移動が可能であること。
1-10 Cアーム本体移動時のケーブル巻き込み防止機能を有すること。
1-11 Cアーム本体の液晶パネルに透視画像を表示可能であること。
1-12計算線量をリアルタイムに表示可能であること。または、面積線量計を搭載していること。
　2.　Ｘ線発生装置は、以下の要件を満たすこと。
2-1　発生方式はインバータ方式であること。
2-2　インバータ周波数は最高50kHzであること。
2-3　透視管電圧は40～110kVであること。
2-4　最大透視管電流は9.0mAであること。
2-5　最大15fpsのパルス透視が可能であること。
2-6　体厚が大きい場合に有効なブーストパルス機能を有すること。
2-7　撮影管電圧は40～110kVであること。

2-8　最大撮影管電流は20mA以上であること。

2-9　撮影mAsは0.5～200mAsであること。
　3.　Ｘ線管装置は、以下の要件を満たすこと。
3-1　固定陽極型単焦点Ｘ線管であること。
3-2　焦点サイズは0.6×0.6mm以下であること。
3-3　陽極熱容量は100kHU以上であること。
　4.　 Ｘ線絞りは、以下の要件を満たすこと。
4-1　アイリス絞りと開閉・回転が可能な補償フィルターを有すること。
4-2　ラストイメージホールド画像を用いて、バーチャルコリメーションが可能であること。
4-3　補償フィルターは3種類以上であること。
　5.　 イメージインテンシファイアは、以下の要件を満たすこと。
5-1　入力面視野サイズは9インチ/6インチの2視野切替が可能であること。
5-2　中心解像度は5.0lp/mm（9インチ）、6.0lp/mm（6インチ）以上であること。
5-3　グリッドを有すること。
6.　 テレビカメラは、以下の要件を満たすこと。
6-1　テレビカメラのCCDは100万画素以上であること。
6-2　ラストイメージホールド機能を有すること。
6-3　画像メモリ機能は172フレーム以上であること。
　7.　 画像表示モニタは、以下の要件を満たすこと。
7-1　19インチ以上の液晶モニタを2面有すること。
　8.　モニタ台車は、以下の要件を満たすこと。
8-1　19インチ以上の液晶モニタが2台搭載でき、使用しない際は折りたたむことが可能であること。
8-2　モニタアームの高さ調節が可能であること。
8-3　ビデオプリンタを内蔵出来ること。
　9.　白黒プリンタは、以下の要件を満たすこと。
9-1　SONY ハイブリッドグラフィックプリンター UP-991ADを一式有すること。
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